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はじめに
この授業は、ソビーゴのプログラミングの概念（考え方・手法）を活用したアンプラグド授業です。

本単元に入る前に、ソビーゴの授業実践を行い、ブロックの使い方・考え方の基礎を児童が理解している状態をつくってください。この準備段階をつくることで、学びとは関係ない部分でのつまずきが減り、生活科の学びに児童が集中して取り組むことができます。

評価規準
	知識・技能
	思考力・判断力・表現力等
	学びに向かう力・人間性等

	見つけた自然は，生命をもっていることや成長していることに気付いている。
夏から秋にかけての自然や町の様子の変化、季節によって生活の様子が変わることに気付いている。
	夏のものと秋のものを比較したり、その変化を見たりして、見つけた自然の特徴について考えている。

秋探しを振り返り、それを相手に順序立てて正確に伝えられるように、考えている。

	秋ならではの活動について、
自ら進んで関心をもち、これ

からも積極的に自然と触れ合

ったり、生活したりしようとしている。
自分の秋探しの経験を振り返り、友だちと伝え合おうとしている。



指導にあたって
（１）単元観
本単元は、自分達の身の回りにある秋のものを、小学校や公園などで探し、秋の自然を体全体で感じながら、自然の面白さや自然の不思議さに気付き、季節によって自分たちの生活の様子が変わることに気付いたりすることをねらいとしている。

また、自分が見つけた秋のものや、その秋探しを振り返り、それらについての理解を深めると共に自分が体験、経験したことを相手に伝えることにも取り組む。
（２）指導観
　指導にあたっては、まず、身近な秋のものを見付ける活動を通して、秋の関心を持たせたい。
さらに見つけ秋のものが夏のものとどう違うのか比較をさせ、その変化についても考えることで、
自然や秋についての理解を深めさせる。
　また、見つけて終わりではなく、自分の活動を他者に伝えるところまで取り組ませる。低学年の児童は、自分たちが体験・経験したことを整理することがまだ難しく、相手に伝えるときも断片的に話すため、うまく相手に伝えることができないということが多くある。そこで、その練習として秋探しの振り返りの中に、プログラミング教育を取り入れることで、相手に順序立てて正確に伝えることができるようになり、生活科の学びを深めることができる。
本時の学習

（１）本時の目標
　　　　　友だちに秋探しを順序立てて正確に伝えることができる。

	
	〇学習活動
	●指導上の留意点　☆評価

	導入


	〇前時までの時間で取り組んだ秋探しを簡単に振り返る。

	

	展開


	〇めあてを確認

〇秋探しを振り返り、ワークシートに描かれている自分が見つけた秋のものに丸を付ける。
〇ワークシート上で、スタートからゴールまで丸を付けた秋のものを１つ通るルートを考え
　「秋探しプログラム」を作る。
〇自分が見つけた秋のもの全てを通るルートを考え、２つ目の「秋探しプログラム」を作る。
〇自分が作ったプログラムを見せながら、自分の秋探しを友だちに伝える。


	●子どもが思い出しやすいように、
　地図や秋のものを用意しておく
●子どもが見つけたもの網羅できるように前時までに確認しておく。

●ワークシートのマス目に、上下左右ブロックを進む方向に合わせて、
一つずつ置いていく。
●置いたブロックスタートから重ねていくことで、プログラムを作る事ができる。
●全てのものを通るルートは自由でではなく、自分たちが見つけた順番に通るように考えさせる。
☆秋探しを振り返り、それを相手に順序立てて正確に伝えられるように、考えている。
☆自分の秋探しの経験を振り返り、
友だちと伝え合おうとしている。

●ブログラムとワークシートを使って説明させる。

	まとめ
	〇何組かに発表させる。
	


（２）本時の流れ


アンプラグド授業実践





単元名：「あきをみつけよう」

















第１学年











生活科





単元の目標


〇秋の自然に触れる活動を通して，身近にある自然の様子や不思議さに気付いている【知識及び技能


〇身近にある自然の特徴について、比較したり、変化を考えたりしている。【思考力・判断力・表現力等】


〇身近にある自然を取り入れて生活を楽しくしたり、それを他者に伝えようとしている。【学びに向かう力・人間性等】





秋探しで見つけものを友だちに伝えよう








